
[bookmark: _GoBack]（参考様式）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （用紙Ａ４）
特例監理技術者及び監理技術者補佐の要件確認
会社名　　　　　　　　　　
１．特例監理技術者を配置する他工事（契約済み工事及び落札決定済み工事について記載）
	工　事　名　称
	○○○○○○○工事

	発 注 機 関 名
	〇〇土木センター〇〇土木事務所

	施　工　場　所
	（都道府県市町村名）
富山県〇〇市〇〇地先

	契　約　金　額
	○○, ○○○，○○○円

	工　　 　期
	令和○○年○○月○○日～令和○○年○○月○○日

	工　事　内　容
	道路路線名○○○○○
　路体盛土工○○○㎥

	CORINS登録の有無
	有（建設業許可番号＋CORINS登録番号）000000000-0000-00000 ・ 無



２．配置予定の監理技術者補佐に関する事項
	配置予定監理技術者補佐
氏　名
	（フリガナ）
〇〇　〇〇　　　　【技術者ID(注2)：　　　　　　　　】

	法令による資格・免許
	一級土木施工管理技士などの資格名称（取得年月及び登録番号）
※）証明書類の写しを添付（注3）

	　提出時における
　他工事の従事状況等
	工　事　名
	○○○○○○○工事

	
	発　注　機　関
	〇〇土木センター〇〇土木事務所

	
	工　　　期
	○○年○○月～○○年○○月（注4）

	
	従　事　役　職
	現場代理人・主任（監理）技術者

	
	工事と重複する
場合の対応措置
	

	
	CORINS登録の有無
	有（建設業許可番号＋CORINS登録番号(注2)）000000000-0000-00000 ・ 無



注）１．落札者は、落札決定後２日（土日、休日を除く）以内に、本資料を提出すること。
２．ＣＯＲＩＮＳの技術者ＩＤ・工事の登録番号を有する場合は、その番号を記載すること。
３．一級土木施工管理技士等の資格を証明する写しは、合格証明書が発行されるまでの期間については、合格通知書の写しで足りるものとする。ただし、当該資料の提出日が合格通知書の通知日から１８０日を超える場合は、これを認めない。
４．『本工事の監理技術者補佐の専任期間（なお、余裕期間を設定した工事においては、契約締結日から工事の始期までの期間は、監理技術者補佐を設置することを要しない。）』と『施工中の他の工事の専任期間』が重複していないこと。
